
産業界等と連携した学びの実践事例 

学校名 岡山県立 鴨方 高等学校 

実践場面 総合学科における環境に配慮した企業での探究的な活動 

実践日時（時期） 令和５年８月 24 日（木） 

対象生徒（学年） 総合学科（普通総合系列）１年生 44 名 

連携の形態 ■包括連携協定（ （一社）岡山経済同友会 ） 

□その他（                   ） 

学びの分類 □講演会講師・説明会   □技術指導    ■企業訪問・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

□商品開発・共同研究   ■最新技術・設備の見学   □その他 

実践の内容 

【現状】 

・令和５年度から１年生の「総合的な探究の時間」を中心

に、環境活動への取組に特化した企業や団体等につい

て調査・研究を行っている。 

・よりよい世界を目指す「持続可能な開発目標」の実現に

向け、「自身がどのような形で社会に貢献できるか」と

いう主題を探究活動の柱の一つとしている。 

・企業や団体等の理念や取組を真に理解するためには、実

際に現地に赴き、担当者の話を聞いたり体験をしたり

することが最も有効な手段である。 

 

【実践内容】 

・令和２年度に発行された「おかやまＳＤＧｓマップ」か

ら環境活動への取組に特化した企業を探したところ、

「双葉電機株式会社」に興味・関心を持った。 

・「おかやまＳＤＧｓマップ」の発行元である一般社団法

人岡山経済同友会を通じて計画を進め、双葉電機株式

会社と訪問日時や内容等の交渉を行った。 

・夏季休業中の８月 24日、双葉電機株式会社西部オフィ

ス（浅口郡里庄町）を訪問した。 

・環境への負荷が少ないＣＬＴ（直交集成板）を用いて建築された社屋を見学しながら、ＳＤＧ

ｓに関する様々な取組を紹介していただいた。 

・特に、ＣＬＴについては、製造元である「銘建工業株式会社」の担当者から建築工法や性能等

の説明を受けた。 

・後日、生徒は各自で内容を記録したメモをもとに、Chromebook を用いて発表を行うなどの振り

返り学習を行った。 

 

実践による効果等 

・生徒は、企業訪問によって環境課題に対してより具体的なイメージをもつことができ、解決す

べき課題の設定や、調査・研究を行っていく上で、大変有意義な体験であった。 

・地域の企業等をよりよく知る機会を通して、循環型社会の発展に貢献できる人材の育成につな

がった。 

※実践の様子が分かる写真等を適宜入れてください。（肖像権の確認等（特に企業側）は各校で行った上で提出してください。） 


